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電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、（　ア　）オームである。（５点）

	　①　７　　②　８　　③　８．５　　④　９　　⑤　９．５
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　（２）　図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に、６０ボルトの直流電圧を加えたとき、５アンペアの電流が流れ、８０ボルトの正弦波交流電圧を加えたとき、４アンペアの電流が流れた。このとき、回路の誘導性リアクタンスＸＬは、（　イ　）オームである。　　　　　（５点）

	　①　６　　②　９　　③　１６　　④　２０　　⑤　２４
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　（３）　二つの絶縁物を互いに摩擦すると、一方の電子が他方の表面に移り、互いに電子の過不足が生じて異種の（　ウ　）を帯びる電気現象が現れる。　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　磁　気　　②　静電容量　　③　双極子　　④　正　孔　　⑤　電　荷


　（４）　Ｒオームの抵抗とＬヘンリーのコイル及びＣファラドのコンデンサを、直列に接続した回路のインピーダンスは、共振時に（　エ　）となる。　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　最　大　　②　最　小　　③　ゼロ　　④　リアクタンス分のみ


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　半導体には、適した量の不純物を加えることにより、（　ア　）効果、光電効果又は熱電効果の得られるものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　充　電　　②　反　射　　③　誘　導　　④　整　流


　（２）　図に示すトランジスタ回路において、交流出力信号電圧ｅｏと交流入力信号電圧ｅＩとの比（ｅｏ／ｅＩ）は、（　イ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　電圧増幅率　　②　電力増幅率　　③　ＳＮ比　　④　整流効果
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　（３）　（　ウ　）接地形トランジスタ回路は、電圧増幅率が１より大きくない。　　　　（４点）

	　①　ベース　　②　エミッタ　　③　コレクタ


　（４）　トランジスタに電圧加えて、ベース電流が２０マイクロアンペア、エミッタ電流が２．５０ミリアンペア流れているとき、コレクタ電流は、（　エ　）ミリアンペアとなる。　（４点）

	　①　２．３０　　②　２．４８　　③　２．５２　　④　２．７０


　（５）　外部抵抗Ｒに対して、ダイオードの順方向抵抗が無視できるほど小さく、かつ、Ｒに対して、ダイオードの逆方向抵抗が非常に大きな場合、ダイオードは、（　オ　）作用を行うものとみなすことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　帰　還　　②　スイッチング　　③　変　調


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　１０進数の１４５を８進数に変換すると（　ア　）になる。　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１６７　　②　２１１　　③　２２１　　④　２４２　　⑤　２７５　　


　（２）　次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（３）　図－１の論理回路において、Ｍの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　（５点）

	　
[image: image6.wmf]‡A

‡@

‡B

‡C

‡D





[image: image7.wmf]“ü—Í‚�

“ü—Í‚‚

�o—Í‚ƒ

�}�|‚P

“ü�@—Í

�o—Í

‚�

‚‚

‚ƒ

0

0

0

0

1

1

1

1

‚l

0

1

0

0


　（４）　図－２に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶした部分を示す論理式は、（　エ　）で表すことができる。　　　　　　　　　　　　（５点）
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１において、発振器の出力電圧１２０ミリボルト、減衰器の減衰量が（　ア　）デシベルのとき、電圧計の読みは０．１２ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスは等しく、整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　２０　　②　３０　　③　４０　　④　６０　　
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　（２）　通信線路における漏話のうち図－２の----->で示す方向に現れる漏話は、（　イ　）漏話といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　回り込み　　②　間　接　　③　遠　端　　④　近　端
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　（３）　線路の接続点に向かって進行する信号波の接続点での電圧をＶＦとし、接続点で反射される信号波の電圧をＶＲとしたとき、接続点における電圧反射係数は（　ウ　）で表される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（４）　特性インピーダンスが同じで、伝送損失がそれぞれＡデシベル及びＢデシベルのケーブルを接続した場合、接続ケーブル全体の伝送損失は（　エ　）デシベルである。　　　　（５点）

	　①　１０log10（Ａ＋Ｂ）　　②　Ａ×Ｂ　　③　１０log10（Ａ×Ｂ）　　④　Ａ＋Ｂ


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　伝送帯域内で二つの異なる周波数の搬送波を用い、“１”と“０”のデジタルパルス信号に対応させる変調方式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ＡＳＫ　　②　ＦＳＫ　　③　ＰＳＫ　　④　ＰＣＭ


　（２）　多相位相変調方式で伝送路に送出される信号は、一つの位相において、複数ビットの情報量を持つことができ、（　イ　）位相変調方式では、３ビットの情報を伝送することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　２　　②　４　　③　６　　④　８


　（３）　ＰＣＭ信号は、原信号を（　ウ　）して得られたパルスの振幅を２進符号化して表される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　多重化　　②　コーディング　　③　標本化　　④　平準化


　（４）　光ファイバ伝送方式では、主に、光ファイバの中心層と外層の境界面における光の（　エ　）を利用して、光信号が中心層内を伝搬する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　全反射　　②　散　乱　　③　乱反射


解答

第１問（ア）④　（イ）③　（ウ）⑤　（エ）②

第２問（ア）④　（イ）①　（ウ）③　（エ）②　（オ）②

第３問（ア）③　（イ）②　（ウ）②　（エ）③

第４問（ア）④　（イ）④　（ウ）②　（エ）④

第５問（ア）②　（イ）④　（ウ）③　（エ）①
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